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全
国
的
に
児
童
虐
待
や
い
じ

め
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
が
被
害

者
と
な
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
子

ど
も
の
人
権
を
守
り
、
安
心
し
て
育
つ

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
幕
別
町
で
は
「
子
ど
も
の

権
利
に
関
す
る
条
例
」
を
、
平
成
22
年

全
道
で
５
番
目
に
制
定
し
、
「
安
心
し

て
・
自
分
ら
し
く
・
豊
か
に
育
ち
・
主

体
的
に
参
加
す
る
権
利
」
を
う
た
っ
て

い
る
。
町
民
全
体
に
普
及
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
条
例
に
沿
っ
た
取
組
と
、
今
後
の
計

画
は
。

(2)
町
民
へ
の
周
知
、
学
習
講
演
会
な
ど

の
実
施
を
。(1)

条
例
で
は
、
「
こ
ど
も
の

育
ち
の
支
援
」
な
ど
、
五
つ
の
施
策
を

規
定
し
て
い
る
。
最
近
の
主
な
取
組
の

事
例
で
は
、
保
育
所
で
の
温
か
い
ご
飯

の
提
供
や
空
調
設
備
の
設
置
、
学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
な
ど
保
育
・
教
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
の
計

画
で
は
、
本
年
度
に
実
施
す
る
「
子
ど

も
の
貧
困
実
態
調
査
」
や
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
係
る
ニ
ー

ズ
調
査
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

状
況
と
生
活
環
境
や
、
学
校
・
家
庭
で

の
過
ご
し
方
な
ど
と
の
関
係
を
具
体
的

に
把
握
し
、
子
ど
も
の
権
利
の
保
障
に

資
す
る
施
策
の
充
実
に
努
め
た
い
。

(2)
国
連
総
会
で
定
め
た
「
世
界
子
ど
も

の
日
」
の
11
月
20
日
に
合
わ
せ
、
図
書

館
に
お
い
て
子
ど
も
の
権
利
に
関
連
す

る
絵
本
や
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
広

報
・
普
及
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

講
演
会
の
開
催
な
ど
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
周
知

に
努
め
、
各
種
事
業
を
通
じ
て
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

教
育
が
望
ま
れ
る
。
全
国
教
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
教
育
改
革
に
望
む
こ

と
の
第
１
位
は
、
「
学
級
定
員
の
少
人

数
化
」
で
あ
る
。
ま
た
教
員
の
多
忙
化

解
消
の
た
め
に
、
道
教
委
が
提
案
し
た

「
北
海
道
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
の

対
応
も
急
が
れ
る
。

(1)
町
独
自
の
少
人
数
学
級
の
実
施
は
。

(2)
今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
は
。

(3)
三
十
人
以
下
学
級
の
実
現
に
必
要
な

教
員
数
と
予
算
は
。

(4)
道
教
委
に
少
人
数
学
級
早
期
実
施
の

要
請
を
。

(5)
部
活
動
の
休
養
日
な
ど
「
北
海
道
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
実
施
を
。

(1)
町
独
自
で
少
人
数
学
級
の

配
置
を
行
う
こ
と
は
、
教
員
の
独
自
採

用
や
教
室
の
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
な
ど
町

独
自
の
支
援
策
に
よ
り
、
き
め
細
や
か

な
対
応
に
努
め
た
い
。

(2)
５
月
１
日
現
在
の
小
学
校
の
児
童
数

は
１
４
２
３
人
。
今
後
の
推
計
で
は
、

36
年
度
に
は
１
１
９
４
人
、
本
年
度
と

比
較
し
て
、
２
２
９
人
、
16
・
１
％
の

減
と
推
計
し
て
い
る
。
中
学
校
の
生
徒

数
は
、
５
月
１
日
現
在
で
７
５
５
人
。

36
年
度
に
は
７
２
５
人
、
本
年
度
と
比

較
し
て
、
30
人
、
４
％
の
減
と
推
計
し

て
い
る
。

(3)
学
級
増
に
伴
い
増
員
と
な
る
教
員

は
、
小
学
校
で
10
人
、
中
学
校
で
３
人
、

合
わ
せ
て
13
人
の
増
と
な
る
。
人
件
費

は
、
道
教
委
が
公
表
す
る
教
職
員
給
与

を
参
考
に
試
算
し
、
約
６
３
０
０
万
円
、

こ
れ
に
共
済
費
を
含
め
約
８
９
０
０
万

円
の
予
算
が
必
要
に
な
る
。

(4)
十
勝
管
内
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

や
十
勝
町
村
会
、
北
海
道
十
勝
圏
活
性

化
推
進
期
成
会
な
ど
の
関
係
機
関
を
通

し
て
、
引
き
続
き
道
に
要
望
す
る
と
と

も
に
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
よ
う
訴

え
た
い
。

(5)
平
成
22
年
に
北
海
道
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
や
北
海
道
中
学
校
校
長
会
、

北
海
道
中
学
校
体
育
連
盟
な
ど
関
係
機

関
の
中
で
「
週
１
日
程
度
は
休
養
日
を

設
け
る
こ
と
」
な
ど
部
活
動
指
導
の
見

直
し
に
係
る
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て

お
り
、
町
内
各
中
学
校
に
対
し
、
「
週

１
日
程
度
の
休
養
日
設
定
」
に
つ
い
て

周
知
し
て
お
り
、
全
校
で
ほ
ぼ
実
施
さ

れ
て
い
る
。

答問
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
絵
本
や
書
籍
コ
ー

ナ
ー
を
図
書
館
に
設
け
る
な
ど
啓
発
を
図
る

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
を
生
か
し
た
ま
ち
に

答問
「
部
活
動
の
週
１
日
程
度
の
休
養

日
設
定
」
は
実
施
さ
れ
て
い
る

少
人
数
学
級

・
部
活
の
休
養
日
の

実
施
を

問

問

町
　
長

教
育
長

中橋　友子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）


